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石
川
県
が
16
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発
し
た
新
品
種
ナ
シ
「
加

賀
し
ず
く
」
の
収
穫
を
む
か
え
た
寄
新
保
町
に
あ
る
南
憲
一
さ

ん
の
ナ
シ
園
を
訪
ね
ま
し
た
。
南
さ
ん
は
、
勤
め
て
い
た
頃
は

休
み
の
日
に
手
伝
う
程
度
で

し
た
が
、
定
年
退
職
を
機
に

就
農
し
ま
し
た
。

　

南
さ
ん
の
ナ
シ
園
で
は
、

「
加
賀
し
ず
く
」
を
始
め
新

水
や
幸
水
・
南
水
・
あ
き
づ

き
等
約
10
種
類
の
ナ
シ
を
育

て
て
い
ま
す
。
取
材
当
日
は

県
の
普
及
員
と
「
加
賀
し
ず

く
」
の
収
穫
前
の
糖
度
検
査

を
行
っ
て
い
る
最
中
で
、
糖
度
14
度
と
良
好
な
結
果
で
し
た
。

　

約
50
ａ
の
圃
場
を
夫
婦
二
人
三
脚
で
管
理
し
、
春
は
受
粉
・
摘
果
作

業
を
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
収
穫
、
冬
に
は
選
定
作
業
と
、
1
年
を
通

し
て
ナ
シ
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
や
り
が
い
等
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
天
候
次
第
で
急
に
熟
す
の
で
時
間
に
追
わ
れ
る
が
、
毎
年
収
穫
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
収
穫
さ
れ
た
「
加
賀

し
ず
く
」
は
、
金
沢
の
集
出
荷
場
へ
持
ち
込
ま
れ
、
ま
い
ど
さ
ん
市
場

や
県
内
の
小
売
店
の
店
頭
に
並
び
ま
す
。
お
見
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

8
月
25
日
（
金
）、「
ゆ
め
み

づ
ほ
」
の
初
検
査
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
生
育
が
順
調
に
進

み
、
穂
の
出
る
時
期
が
前
年
と
同

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
や
集

中
豪
雨
な
ど
の
被
害
も
な
く
、
天

候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
県
内
で
も

有
数
の
稲
作
地
帯
で
あ
る
当
Ｊ
Ａ

は
、
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い
松
任
米
を
生
産
す
る
た
め
に
、

生
産
者
の
方
は
農
薬
や
肥
料
の
使
用
時
期
・
使
用
量
な
ど
を
記

録
す
る
栽
培
履
歴
記
帳
と
、
ル
ー
ル
に
従
っ
た
農
作
業
を
実
施

し
、
そ
の
点
検
・
評
価
を
行
う
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
：

ギ
ャ
ッ
プ
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｊ
Ａ
松
任
で
は
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
中
心
と

し
た
う
る
ち
米
の
ほ
か
、
も
ち
米
、
酒
米
な
ど
約
14
万
俵
の
集

荷
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
松
任
「
ま
い
ど
さ

ん
市
場
」
に
は
26
日
よ
り
新
米
の

販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
米
の

ご
予
約
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

県
産
新
品
種
ナ
シ
「
加
賀
し
ず
く
」
の
収
穫
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。

新
米
「
ゆ
め
み
づ
ほ
」
初
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

梨を収穫する南さん
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8
月
2
日
（
水
）・
4
日
（
金
）、
Ｊ

Ａ
松
任
年
金
受
給
者
様
ご
優
待
企
画

「
爽
や
か
ハ
イ
キ
ン
グ
上
高
地
」
と
題

し
、
人
気
の
上
高
地
日
帰
り
旅
行
を
開

催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
松
任
に
て
年
金

を
お
受
取
り
頂
い
て
い
る
方
を
対
象

に
、
当
初
160
名
募
集
の
と
こ
ろ
、
248

名
の
参
加
を
頂
き
、
大
盛
況
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま

れ
、
澄
ん
だ
空
気
と
、
清
流
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
て
健
康
増
進
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
は
、
奥

飛
騨
の
平
湯
温
泉
で
入
浴
し
、
汗
と
疲
れ

を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
参
加
頂

い
た
皆
様
の
輪
が
、
次
回
さ
ら
に
広
が
り

ま
す
よ
う
お
友
達
を
ご
紹
介
頂
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
参
加
さ
れ

た
皆
様
よ
り
頂
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、

よ
り
楽
し
く
参
加
頂
け
る
企
画
を
ご
案
内

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【全体運】イベントや祭りなど、に
ぎやかな行事を満喫するのに最適
です。文化祭やコンサートにも気
軽に足を運ぶと幸運が

【健康運】ストレス発散が大事。体
調に好変化あり

【幸運を呼ぶ食べ物】栗

【全体運】何かと感情的になりやす
い時期。特に身近な人とつまらな
い口論をしがちなので、悪いと思っ
たら、すぐ謝って

【健康運】まずまず。話題の健康法
を試すとグッド

【幸運を呼ぶ食べ物】サンマ

【全体運】神経質になりやすい月。
重箱の隅をつつくような発想はや
めて、どっしり構えましょう。ク
ラシック音楽につき

【健康運】安定期です。スポーツを
始めると刺激大

【幸運の食べ物】エノキタケ

【全体運】それなりに勢いはあるも
のの、小さな失敗で落ち込みやす
いよう。開き直りの気持ちも大切。
まめに気分転換を

【健康運】食べ過ぎに注意。胃腸の
ケアを忘れずに

【幸運の食べ物】サトイモ

【全体運】やるべき作業を真っ先に
済ませたら、後は自分の時間を楽
しんで。新しい趣味を持つとうれ
しい発見がありそう

【健康運】疲労が蓄積気味。適度に
解消しましょう

【幸運を呼ぶ食べ物】カツオ

【全体運】性格の良い面がアピール
され、円満な人間関係が築けそう。
初対面の相手にも気さくに話し掛
けて。旅行も吉

【健康運】運動不足になりがち。しっ
かり動くこと

【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

【全体運】自己アピールに最適です。
温めていたプランがあるなら、オー
プンにすると◎。素晴らしい協力
者が現れる予感

【健康運】不規則な生活の改善を。
好転の呼び水に

【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

【全体運】縁の下の力持ち的な役割
を任されることが多い時期。とは
いえ、サービス精神を発揮すれば
確実に信頼アップへ

【健康運】ストレッチや体操が好調
キープの秘訣（ひけつ）に

【幸運を呼ぶ食べ物】ごま

【全体運】知的好奇心を刺激され、
いろいろとやってみたくなるはず。
カルチャーセンターなどに足を運
んでみるのが正解

【健康運】不安定。運動前には念入
りに準備運動を

【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ

【全体運】責任ある立場を任される
など、重圧を感じやすいかも。肩
の力を抜いた方が好結果に。気晴
らしには散歩が有効

【健康運】体力増強を目指して。健
康に近づけそう

【幸運を呼ぶ食べ物】ボラ

【全体運】とても前向きになれます。
攻めの姿勢をモットーに思う通り
行動することで、順調に物事が進
展するでしょう

【健康運】日々、身軽に動けば体調
改善に効果あり

【幸運を呼ぶ食べ物】シメジ

【全体運】やたらと不安になり、心
配しやすいでしょう。マイナス方
向に考えず、いい面を探すこと。
開運には花を飾って

【健康運】健康法に凝り過ぎる暗示。
ほどほどがベスト

【幸運を呼ぶ食べ物】リンゴ

Ｊ
А
松
任
年
金
受
給
者
様
ご
優
待
企
画

「
爽
や
か
ハ
イ
キ
ン
グ
上
高
地
」

牡羊座　　　
3/21 〜 4/19

牡牛座　　　
4/20 〜 5/20

双子座　　　
5/21 〜 6/21

蟹座　　　　
6/22 〜 7/22

獅子座　　　
7/23 〜 8/22

天秤座　　　
9/23 〜 10/23

蠍座　　　　
10/24 〜 11/22

乙女座　　　
8/23 〜 9/22

水瓶座　　　
1/20 〜 2/18

魚座　　　　
2/19 〜 3/20

山羊座　　　
12/22 〜 1/19

射手座　　　
11/23 〜 12/21

3

10 月
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第
3
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
の
第
3
回
講
座

が
、
8
月
10
日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
松
任
本
店
大
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
喜
成
智

秋
先
生
を
お
迎
え
し
、
水
引
で
金
魚
の
扇
子

飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
淡
路
結
び
に
挑
戦
し
た
際
、

「
思
っ
た
よ
り
難
し
い
！
」
と
不
安
そ
う
に
し

て
い
た
方
も
、
先
生
の
丁
寧
な
ご
指
導
に
よ

り
、
扇
子
の
上
を
優
雅
に
泳
ぐ
２
匹
の
金
魚

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
と
て
も
涼
し
そ
う
！
玄
関
に
飾
り
た
い

♪
」、「
淡
路
結
び
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
作

品
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
！
」
等
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
水
引
制

作
を
す
る
方
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た

が
、
金
魚
の
尾
に

動
き
を
付
け
る
な

ど
、
個
性
豊
か
な

作
品
に
仕
上
が
り

ま
し
た
よ
☆

　

9
月
2
日
（
土
）
に
プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー

グ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
リ
ー

グ
（
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
）
に
所
属
す
る
石
川
ミ

リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ
対
富
山
サ
ン
ダ
ー
バ
ー

ズ
の
試
合
が
行
わ
れ
る
、
金
沢
市
民
野
球

場
に
て
、
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
を
使
用
し
た
お

に
ぎ
り
を
試
合
開
始
前
に
来
場
者
に
配
り
、

お
米
パ
ワ
ー
の
優
位
性
と
毎
月
2
日
は
お

に
ぎ
り
の
日
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

職
員
は
「
毎
月
2
日
は
お
に
ぎ
り
の
日

で
す
」「
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
応
援
お
願
い

し
ま
す
」と
来
場
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、県
産
米
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ラ
イ
ス
ケ
も
登
場
し
、
撮
影
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
多
く
の

観
戦
客
で
賑
わ
い
、
用
意
し
た
お
に

ぎ
り
２
５
０
個
は
開
場
か
ら
15
分
ほ

ど
で
配
り
終
え
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
、
お
米
の
消
費
拡
大
を

目
的
に
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ

チ
し
た
観
戦
者
に
松
ち
ゃ
ん
ご
飯
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

“
第
３
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
”

第
３
回　

水
引
制
作
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
！

石
川
ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ
の
試
合
前
に

ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
お
に
ぎ
り
を
配
布
し
ま
し
た
。
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ス
ト
ッ
プ
！　

農
作
業
事
故

　

8
月
5
日
（
土
）

～
6
日
（
日
）、
松

任
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
Ｊ
Ａ

松
任
旗
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
内
外
か
ら
24

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
試
合
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お

り
で
、
優
勝
チ
ー
ム

を
は
じ
め
上
位
の

チ
ー
ム
に
Ｊ
Ａ
松
任

よ
り
賞
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

優
勝　
　

ピ
ュ
ア
Ｆ
Ｃ
（
静
岡
県
）

準
優
勝　

旭
丘
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
白
山
市
）

第
三
位　

和
気
Ｆ
Ｃ
（
加
賀
市
）

　

9
月
2
日
（
土
）

に
、
林
中
青
年
部
が

栽
培
す
る
剣
崎
な
ん

ば
の
取
材
に
、
Ｊ
Ａ

共
済
連
石
川
が
制
作

す
る
番
組
「
Ｊ
Ａ
探

訪　

地
域
に
笑
顔

を
」
の
取
材
班
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

明
治
末
期
よ
り
林
中
地
区
に
て
栽
培
さ

れ
て
い
た
剣
崎
な
ん
ば
で
す
が
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
徐
々
に
姿
を
消
し
か
け
て

い
ま
し
た
が
、
地
元
農
家
に
よ
っ
て
細
々

と
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
Ｊ

Ａ
松
任
に
よ
る
「
1
支
所
1
特
産
品
運
動
」

の
提
唱
も
あ
り
、
再
び
剣
崎
な
ん
ば
が
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
中
青
年
部
は
、
剣
崎
な
ん
ば
の
安
定

供
給
の
た
め
に
剣
崎
な
ん
ば
味
噌
な
ど
、

６
次
産
業
化
を
進
め
た
こ
と
が
理
由
で
、

今
回
の
取
材
に
繋
が
り
ま
し
た
。
放
送
日

は
9
月
26
日
（
予
定
）
で
Ｍ
Ｒ
Ｏ
18
：
55

～
19
：
00
の
間
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

土
地
利
用
型
農
業
で
は
間
も
な
く
収
穫
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
事
故
を
起

こ
さ
ぬ
こ
と
を
第
一
に
品
質
が
良
い
物
を
大
量
に
収
穫
す
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
収
穫
に
気
を
取
ら
れ
過
ぎ
て
、
機
械
の
故
障
や
天
候
の
変
化
、

体
調
の
変
化
を
把
握
し
損
ね
て
事
故
を
起
こ
し
、
適
期
作
業
を
逃
す
こ
と
は

避
け
ま
し
ょ
う
。
作
業
に
は
休
憩
を
組
み
込
む
こ
と
、
組
み
作
業
で
は
作
業

の
強
度
に
応
じ
て
役
割
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

前
回
の
使
用
か
ら
ほ
ぼ
１
年
が
経
過
し
た
収
穫
機
は
、
前
年
の
作
業
終
了

後
に
点
検
整
備
、
消
耗
品
な
ど
の
交
換
は
し
た
で
し
ょ
う
か
。
作
業
開
始
直

前
に
な
っ
て
点
検
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
大
き
な
部
品
の
交
換
な
ど

は
す
ぐ
に
は
で
き
ず
、
作
業
計
画
に
支
障
を
来
し
ま
す
。
安
全
装
置
の
操
作

を
復
習
す
る
と
と
も
に
、
作
動
確
認
も
し
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
で
は
、
死
角
が
か
な
り
あ
り
、
共
同
作
業
者
が
機
械
の
す
ぐ

近
く
に
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
常
に
位
置
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
共
同

作
業
者
も
機
械
と
は
遠
い
側
に
位
置
取
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
倒
伏
稲
が

多
い
場
合
は
、
機
械
の
至
近
に
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
コ
ン
バ

イ
ン
は
倒
伏
し
て
い
て
も
刈
り
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
無
理
に
稲
を

起
こ
す
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

全
面
刈
り
で
は
な
い
場
合
に
、
手
こ
ぎ
し
ま
す
が
、
そ
の
供
給
は
、
刈
り

取
り
ヘ
ッ
ダ
を
下
ろ
し
、
フ
ィ
ー
ド
チ
ェ
ン
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い

位
置
で
供
給
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
の
と
き
は
、
緊
急
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
し
ょ
う
。
わ
ら
詰
ま
り
の
除
去
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
て
取
り
除

く
こ
と
が
必
須
で
す
。

　

ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
選
別
作
業
者
の
連
携
が
大

切
で
す
。
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
は
た
め
ら

わ
ず
に
作
動
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
小
さ
な
異
変
で
も
無
視
す
れ
ば
大
き
な

損
失
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
や
フ
ォ
ー
レ
ー
ジ

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
も
伴
走
車
と
の
協
調
が
必

要
で
あ
っ
た
り
、
傾
斜
地
作
業
の
場
合
に
は

転
倒
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
圃
（
ほ
）
場
の

形
状
や
株
跡
の
把
握
が
大
切
で
す
。

白
山
市
Ｕ
ー
11
Ｊ
Ａ
松
任
旗
サ
ッ
カ
ー
大
会

伝
統
野
菜
を
継
承
剣
崎
な
ん
ば
！

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

農
業
機
械
の
こ
こ
が
危
な
い  

収
穫
機
編
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ＪＡ松任農業祭 2017ＪＡ松任農業祭 2017
10月21日（土）

JA松任本店前にて開催いたします !!
☆キャラクターショーをはじめ、地域住民らによる太鼓の演奏、よさこいチー
ムによる踊り、光野中学校、白山警察署によるブラスバンド、警察・消防車
輛の展示などを予定しています。
☆毎年恒例の新鮮野菜の直売、青年部によるもちつき大会、大なべめった汁、
各種模擬店もあります。
☆ＪА松任カープラザは、10月21日（土）、自動車展示・安全運転講習会を
開催します。
☆ＪА松任農機センターは、10月21日（土）、 農機具の展示をします。

※詳しくは次号にてお知らせします。

是非
遊びに来て
下さいネ!!

工場内は大変危険です！
工場内は大変滑りやすくなっています。

スリップ事故や転倒して
けがをする危険があります。

工場内は車や人の出入りが
頻繁にあります。

衝突・人身事故の危険があります。

他の工場で取り返しのつかない事故も

あった事から注意を呼び掛けています。

工場への車の乗り入れ、工場への無断での出歩きは
ご遠慮頂きますようお願い申し上げます。

JA松任カープラザからのお願い
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笑顔があつまるあなたの街の JA

JA松任の各支店で行います !!

粗品プレゼント年金振込口座の通帳
を持参された方に

13日・16日　2日間

JA 年金
来店感謝デー
JA 年金
来店感謝デー

（金曜日）

次回開催予定日：平成29年12月15日（金）・18日（月）

（月曜日）月は月は
10

　皆様方には日頃より、当改良区の事業にご理解とご協力を頂き厚くお礼申し上げます。

　この度、幹線水路の定期点検及び修繕工事と白山頭首工改修工事のため下記期間、七ヶ

用水の全区間において農業用水が停水になります。ご理解、ご協力のほどよろしくお願い

いたします。

１０月１７日（火）　午前１０時から

１１月   １日（水）　午後５時まで

手取川七ヶ用水土地改良区　
TEL：076（276）1166　　ホームページアドレス：http://shichika.or.jp

七ヶ用水停水のお知らせ

水土里ネット七ヶ用水
み ど り し ち か
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乾町

作
さ く

田
だ

　奈
な

々
な

心
み

　ちゃん（3歳10ヶ月）

　　　亮
あき

心
と

　くん（1歳5ヶ月）

父　悠
ゆ う

一
い ち

 さん　母　慧
け い

子
こ

 さん

島田町

田
た

主
ぬ し

　すず　ちゃん（8ヶ月）

父　直
な お

也
や

 さん　母　和
か ず

奈
な

 さん

上柏野町

川
か わ

下
し た

　春
しゅん

太
た

郎
ろ う

　くん（2歳4ヶ月）

父　健
け ん

太
た

郎
ろ う

 さん　母　佳
よ し

乃
の

 さん

小さなお母さんになって
弟のお世話をしてくれる
ななみ。 お姉ちゃんの
後をヨチヨチついてまわ
るあきと。 我が家の大
事な宝物達です。

わんぱくすず、 元気な笑顔がとても
可愛いです。よく食べてよく寝て沢
山遊ぼうね☆

いつも元気いっぱいで、 いとこのお
姉ちゃん達に遊んでもらうのが大好
きです。 たくさん遊んで、 たくさん
食べて大きくなってね。
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47 名の子どもたちが毎日みんなで考えあい、協力しあいながら様々な遊び、活動に取り組んでいます。体育、絵画等いろんな活動の中で特に歌が大好きな子ども達。楽しい発声練習をしたり、歌詞の意味を調べ考えながら心を込めて歌っています。学校の先生、地域の方等から感動したとのお声をいただいています。子ども達の日々の積み重ねの姿が 12月23日（土）の発表会（クレイン）でご覧いただけますのでぜひ見に来てください。

とっても明るくて元気いっぱいな
さくら組の子どもたち。裸足で

園庭へ駆け出し、大好きな雲梯
や鉄棒に挑戦したり、友達

とルールのある遊びを楽しみ、
思いっきり体を動かしています。

園庭の畑で育てている夏野菜の
水やりや、カブトムシのお

世話など自然を通して動植物に
興味を持ち図鑑で調べたり、収

穫を楽しむ姿も見られます。こ
れからも遊びを通して、た

くさん経験をし、様々なことにも
挑戦していって欲しいと思います

。

村井町
　社会福祉法人

　　　　いちき福祉会  幼保連携型認定こども園 あかねこども園

　（園長　新
しん

村
むら

　ひとみ　先生）　　さくら組　33 名（男児　15 名、女児　18 名）

　　担任　高
たか

山
やま

　ひかる　先生、宮
みや

西
にし

　真
ま

衣
い

　先生、小
こ

林
ばやし

　理
り

恵
え

　先生

千
代
野
東　

ち
よ
の
幼
稚
園

　
（
園
長　

田た

中な
か　

辰た
つ

実み　

先
生
） 

す
み
れ
組　

47
名
（
男
児　

21
名
、
女
児　

26
名
）

　

担
任　

中な
か

村む
ら　

容よ
う

子こ　

先
生
、
河か

わ

岸ぎ
し　

勉つ
と
む　

先
生

先生からの連絡帳

先生からの連絡帳
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【
第
40
回
Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
!!
】

～
中
央
支
部
青
年
部
・
石
川
地
区
青
年
部
～

　

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
石
川
地
区
と
Ｊ
Ａ
松
任

青
年
部
中
央
支
部
は
、
7
月
15
日
（
土
）
に
、

Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
に
よ
る
「
第
40
回
Ｊ

Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

金
沢
市
の
県
営
湊
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催

さ
れ
、
全
11
チ
ー
ム
が
夏
空
の
も
と
白
熱
し

た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
今
年
も
中
央

支
部
は
熱
い
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
準

決
勝
で
敗
れ
第

3
位
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
、

初
め
て
県
大
会
に
出
場
し
た
石
川
地
区
は
順
調

に
勝
利
を
重
ね
、
決
勝
ま
で
登
り
つ
め
ま
し
た
。

決
勝
戦
の
相
手
は
強
豪
で
知
ら
れ
る
加
賀
作
見

支
部
で
し
た
が
、
大
接
戦
の
う
え
、
石
川
地
区

が
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

【
み
や
ぼ
祭
・
夏
】

～
宮
保
地
区
青
年
部
～

　

今
年
も
私
た
ち
宮
保
青
年
部
に
と
っ
て
熱
い
夏

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。毎
年
こ
の
時
期
が
来
る
と
、

7
月
よ
り
太
鼓
練
習
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
1
ヵ
月

間
掛
け
て
、
祭
り
の
た
め
に
盟
友
が
一
致
団
結
し

て
練
習
に
励
み
ま
す
。
盟
友
同
士
の
結
束
も
こ
の

時
期
が
一
番
強
く
な
る
期
間
だ
と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
終
わ
り
の
疲
れ
て
い
る
体
で
の
練
習
で
し

た
が
、
内
容
の
濃
い
充
実
し
た
1
ヵ
月
間
に
な
り

ま
し
た
。

　

7
月
22
日
（
土
）｢

み
や
ぼ
祭
・
夏｣

当
日
は

絶
好
の
祭
り
日
和
に
な
り
ま
し
た
。
青
年
部
は
朝

か
ら
会
場
設
営
に
参
加
し
、
昼
か
ら
は
1
ヵ
月
間
練
習
し
て
き
た
虫
送
り
太

鼓
を
各
町
内
で
披
露
し
ま
し
た
。
今
年
は
練
り
歩
き
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

の
で
、
地
区
の
皆
様
に
も
喜
ん
で
頂
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

練
り
歩
き
か
ら
会
場
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、
模
擬
店
の
焼
き
鳥
の
焼
き

手
、
仮
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
の
盆
踊
り
と
青
年
部
は
大
活
躍
で
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て｢

み
や
ぼ
祭
・
夏｣

も
大
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

1
ヵ
月
間
と
い
う
長
い
よ
う
で
短
い
祭
り
の
期
間
も
終
わ
り
、
我
々
盟
友

は
、
達
成
感
、
充
実
感
、
心
地
よ
い
疲
労
感
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
活
動
も
、
こ
の
1
ヵ
月
間
で
得
た
盟
友
間
の
絆
が
大

き
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

【
竜
宮
虫
送
り
太
鼓
練
り
歩
き
】～

笠
間
地
区
青
年
部
～

　

8
月
6
日
（
日
）
に
、
毎
年
恒
例
で
あ
る
「
笠
間
地
区
青
年
部
竜
宮
虫
送

第三位中央支部のみなさん

優勝した石川地区のみなさん

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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【
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
・
夏
祭
り
】

～
石
川
地
区
青
年
部
～

　

7
月
29
日
（
土
）
に
、
上
安
田
町
の
畑
に
て
石
川
地
区
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
は
、
石
川
青
年
部
の
恒
例
行
事
と
し
て
毎
年
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
収
穫
の
ご
案
内
に
伺
う
と
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
今
年
も
早
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

が
し
た
い
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞
き
、

盟
友
一
同
と
て
も
や
る
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　

当
日
は
朝
か
ら
日
が
射
し
暑
い
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
で
楽
し
そ
う
に
収
穫

し
て
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
あ
っ
と
い
う
間
に

な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

　

毎
年
、
石
川
地
区
の
夏
祭
り
の
日
に
合
わ
せ
て

収
穫
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
日
に
採
れ
た
新
鮮
な

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
祭
り
に
出
し
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

晴
れ
て
絶
好
の
祭
り
日
和
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

【
柏
野
じ
ょ
ん
が
ら
】

～
柏
野
地
区
青
年
部
～

　

8
月
14
日
（
月
）
に
、柏
野
じ
ょ
ん
が
ら
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
柏
野
じ
ょ

ん
が
ら
は
、
白
山
市
の
無
形
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
地
域
最
大
の
お
祭
り

で
、
地
域
住
民
は
こ
の
日
の
た
め
に
何
日
も
前
か
ら
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

踊
り
が
始
ま
る
と
、
地
元
の
方
々
や
観
客
た
ち
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
屋
台

に
集
ま
り
大
忙
し
と
な
り
ま
し
た
。
盟
友
も
汗
を
流
し
な
が
ら
焼
き
そ
ば
・

り
太
鼓
練
り
歩
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
中
旬
か
ら
練
り
歩
き
に
む
け
て
の
練
習
を

始
め
ま
し
た
が
、
練
習
は
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
か

ら
始
め
る
た
め
、
遅
い
時
間
ま
で
太
鼓
を
叩
く
こ

と
が
で
き
ず
、
毎
回
短
時
間
で
集
中
し
て
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
ま
さ
に
夏
の
日
と
い
う
天
候
の
な
か
笠

間
地
区
全
8
町
を
巡
る
竜
宮
虫
送
り
太
鼓
が
始
ま

り
ま
し
た
。
照
り
つ
け
る
日
差
し
や
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
か
ら
の
熱
に
も
負
け
ず
、
勇
敢
に
響
き
渡
る
太

鼓
の
音
、
地
区
長
が
声
高
ら
か
に
読
み
上
げ
る
口
上
に
地
区
の
皆
様
に
も
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
ま
た
、
温
か
い
激
励
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
盤
は
歩
く

の
も
や
っ
と
と
い
う
状
態
で
し
た
が
、太
鼓
の
前
に
立
つ
と
、バ
チ
を
握
る
手
、

大
地
を
踏
み
し
め
る
足
に
自
然
と
力
が
入
り
、
残
っ
て
い
る
力
の
限
り
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
参
加
で
き
な
い
盟
友
の
参
加
な
ど
も

あ
り
、
活
気
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
8
時
か
ら
午
後
4
時
30
分
ま
で
の
長
丁
場
で
、
体
力
の
消
耗
も
激
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
炎
天
下
の
中
、
熱
中
症
で
倒
れ
る
者
も
な
く
無
事
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
太
鼓
の
技
術
を
向
上
さ
せ
、
竜
宮
虫
送
り
太
鼓
の
伝
統
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

焼
き
鳥
を
焼
い
て
い
ま
し
た
が
、
買
い
に
来
て
く

れ
た
人
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
と
、
そ

の
汗
も
心
地
の
い
い
も
の
に
感
じ
ま
し
た
。
踊
り

も
終
盤
に
差
し
か
か
り
、
会
場
は
抑
揚
の
き
い
た

お
囃
子
が
鳴
り
響
き
、
踊
り
手
・
見
物
人
ら
が
一

体
と
な
っ
て
柏
野
じ
ょ
ん
が
ら
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

柏
野
じ
ょ
ん
が
ら
は
地
域
住
民
の
団
結
の
場
で

も
あ
り
、
今
後
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
実
感
し
ま
し
た
。
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大
変
多
く
の
方
々
が
来
ら
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
出
し
物
の
焼
き
そ
ば
、
焼

き
鳥
、
枝
豆
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
一
息
つ
く
間
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

収
穫
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
祭
り
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
林
中
納
涼
夏
祭
り
】

～
林
中
地
区
青
年
部
～

　

8
月
11
日
（
金
）
に
旧
松
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
行
わ
れ
た
林
中
納
涼
夏
祭
り
に
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
た
め
、
た
く

さ
ん
の
地
元
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

林
中
青
年
部
で
は
毎
年
夏
祭
り
に
は
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
と
し
て
焼
き
そ
ば
、
串
焼
き
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
、
生
ビ
ー
ル
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
よ
り
地
元
の
方
々
に
満
足
し
て
頂
け
る
よ

う
に
、
一
部
商
品
の
価
格
設
定
や
仕
入
先
を
見
直

し
ま
し
た
。
当
日
は
例
年
通
り
販
売
が
追
い
つ
か

な
い
ほ
ど
の
来
客
が
あ
り
、
盟
友
一
同
休
む
暇
も

な
く
一
生
懸
命
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
価
格
設
定
な
ど
を
変
え
た
事
で
課

題
も
増
え
ま
し
た
が
、
今
後
も
林
中
の
人
達
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
盟

友
全
員
で
、
試
行
錯
誤
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
祭
り
も
地
元
の
方
々
、
青
年
部

Ｏ
Ｂ
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
来
年

は
今
年
で
学
ん
だ
反
省
点
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
標

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
山
島
夏
ま
つ
り
２
０
１
７
】～

山
島
地
区
青
年
部
～

　
「
ヤ
ッ
サ
～
ヤ
ッ
サ
、
ヤ
ッ
サ
カ
～
ヤ
ッ
サ
」

　

7
月
30
日
（
日
）、
盟
友
を
は
じ
め
と
す
る
山
島
地
区
の
若
い
衆
の
威
勢
の

い
い
掛
け
声
と
虫
送
り
太
鼓
の
音
が
山
島
地
区
内
に
響
き
渡
る
『
山
島
夏
ま

つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
!!

　

盟
友
が
1
年
間
か
け
て
、
手
作
り
で
作
り
上
げ
た
夏
ま
つ
り
の
シ
ン
ボ
ル

の
大
松
明
が
山
島
地
区
全
18
町
内
を
一
日
か
け
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

朝
、
会
場
の
山
島
ふ
れ
あ
い
広
場
で
の
安
全
祈
願
祭
を
終
え
、
町
内
練
り

歩
き
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
日
中
は
30
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
で
し
た

が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

立
ち
寄
っ
た
町
内
で
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
方
に
詰
め
掛

け
て
い
た
だ
き
、
虫
送
り
太
鼓
を
叩
い
た
り
、
お
酒
を
振
る
舞
う
な
ど
の
交

流
で
、
練
り
歩
き
の
疲
れ
も
一
気
に
吹
き
飛
ぶ
程
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

夜
の
部
は
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
、
山
島
保
育
園
児
や
地
区
住
民
の
盆
踊
り
、

小
学
生
の
カ
ン
テ
ラ
行
列
、
壮
年
会
に
よ
る
虫
送
り
太
鼓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
松
明
の
会
場
練
り
歩
き
と
点
火
式
で
は
、
青

年
部
Ｏ
Ｂ
や
地
区
の
高
校
生
、
大
学
生
な
ど
、
地
区
の
１
０
０
名
近
い
若
い

衆
が
力
を
合
わ
せ
て
、
大
松
明
を
肩
に
担
い
で
無
事
に
練
り
歩
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
!!

　

そ
の
後
、
担
ぎ
手
の
力
で
松
明
を
ゆ
っ
く
り
と
立

て
て
点
火
し
ま
し
た
。
今
年
の
松
明
も
き
れ
い
に
高

く
燃
え
上
が
り
、
炎
に
照
ら
さ
れ
て
真
っ
赤
に
な
っ

た
盟
友
や
観
客
達
の
顔
を
見
る
と
、
菜
種
の
栽
培
、

松
明
の
作
成
か
ら
ま
つ
り
当
日
の
練
り
歩
き
ま
で
の

１
年
間
を
思
い
出
し
て
感
無
量
の
瞬
間
で
し
た
。

　

今
年
も
無
事
に
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
夏
ま
つ
り
を

開
催
で
き
た
の
も
、
地
区
の
住
民
の
皆
様
、
青
年
部

Ｏ
Ｂ
、
関
係
団
体
各
位
の
方
々
の
多
大
な
ご
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
家
庭
菜
園

【
第
5
回
理
事
会
】� —

—
—
—
—
—
—
—

平
成
29
年
8
月
30
日
（
水
）
午
後
4
時
開
催

　

第
5
回
理
事
会
に
は
7
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
議

案
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
9
件
の
報
告
事
項
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議　
　

件

●�

第
1
号
議
案　

道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」
の
直
売
所
運

営
に
つ
い
て

　

道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」
直
売
所
運
営
に
つ
い
て
、
当

組
合
の
今
後
の
販
路
拡
大
や
商
品
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
利
用

価
値
が
高
い
施
設
と
と
ら
え
、
地
域
農
業
の
持
続
的
発
展

と
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
拠
点
と
し
て
、
管
理
運
営

会
社
と
の
契
約
に
つ
い
て
の
協
議
に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
2
号
議
案　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　

農
協
法
施
行
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
現
金
等
の
紛
失
等

に
か
か
る
行
政
庁
へ
の
届
出
基
準
（
金
額
基
準
の
削
除
）

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

●�

第
3
号
議
案　

不
祥
事
対
応
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

　

農
協
法
施
行
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
行
政
庁
へ
の
届
出

が
必
要
と
な
る
不
祥
事
案
の
う
ち
、
現
金
等
の
紛
失
に
お

け
る
金
額
基
準
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
よ
る
変
更
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
4
号
議
案　

Ｊ
Ａ
松
任
米
穀
共
同
計
算
基
本
要
領
に

伴
う
共
同
計
算
内
容
の
開
示
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
松
任
の
米
穀
共
同
計
算
基
本
要
領
に
基
づ
き
、
平

成
29
年
産
出
荷
契
約
米
共
同
計
算
に
係
る
委
託
契
約
内
容

に
つ
い
て
、
生
産
者
へ
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
5
号
議
案　

平
成
29
年
産
米
麦
大
豆
の
保
管
料
の
設

定
に
つ
い
て

　

保
管
事
業
規
程
の
適
用
に
伴
い
、
米
・
麦
・
大
豆
の
保

管
料
等
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
6
号
議
案　

2
年
3
作
体
系
推
進
要
領
の
設
定
に
つ

い
て

　

新
た
に
「
2
年
3
作
体
系
推
進
要
領
」
を
設
定
し
、
こ

れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
水
田
フ
ル
活
用
を
さ
ら
に
推
進
を

図
り
、
農
業
所
得
確
保
に
努
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
7
号
議
案　

定
款
第
21
条
に
基
づ
く
所
要
承
認
に
つ

い
て

　

定
款
第
21
条
に
基
づ
く
所
要
承
認
1
件
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

①�

道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」
管
理
運
営
会
社
に
つ
い
て

　

�　

第
46
回
通
常
総
代
会
（
平
成
29
年
6
月
24
日
開
催
）

に
お
い
て
、
道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」
管
理
運
営
会
社

へ
の
出
資
に
つ
い
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
決
議
に

基
づ
き
、
平
成
29
年
8
月
17
日
に
株
式
会
社
「
め
ぐ
み

白
山
」
へ
５
０
０
万
円
の
出
資
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

②�

平
成
29
年
産
Ｊ
Ａ
米
仮
渡
金
価
格
に
つ
い
て

　

�　

平
成
29
年
産
米
の
生
産
者
仮
渡
金
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

③�

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
報
告
」
に
つ
い
て

　

�　

信
用
事
業
に
関
す
る
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

に
つ
い
て
は
、
全
体
を
通
し
て
内
部
管
理
の
徹
底
及
び

事
務
堅
確
性
が
保
た
れ
て
い
た
と
の
監
事
意
見
が
な
さ

れ
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

④�
月
次
決
算
（
7
月
末
）
報
告
に
つ
い
て

　

�　

7
月
末
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

⑤�

平
成
29
年
6
月
末
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

　

�　

平
成
29
年
6
月
末
自
己
査
定
結
果
（
第
1
四
半
期
）

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑥�

信
用
手
数
料
徴
収
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

�　

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
長
期
化
等
に
よ
り
、
今
後
の
収
支

環
境
も
よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
中
、

他
行
動
向
等
も
踏
ま
え
、
全
国
域
で
顧
客
手
数
料
一
律

無
料
化
対
応
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑦�

平
成
29
年
度
（
有
）
グ
リ
ー
ン
松
任
上
半
期
仮
決
算
報

告
に
つ
い
て

　

�　

平
成
29
年
度
（
有
）
グ
リ
ー
ン
松
任
の
上
半
期
事
業

概
況
・
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑧�

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�　

正
組
合
員
0
名
、
准
組
合
員
64
名
の
組
合
員
加
入
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
そ
の
他

　

・�

職
制
規
程
の
新
旧
対
照
表
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

・�

平
成
29
年
度
定
期
昇
給
に
よ
る
補
足
説
明
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

り
、
畝
に
沿
っ
て
稲
わ
ら
を
半
折
れ
に
し
、

下
方
を
土
に
埋
め
、
簡
単
な
風
よ
け
を

作
っ
た
り
、
べ
た
掛
け
資
材
で
覆
っ
た
り

し
て
寒
風
か
ら
守
っ
て
や
り
ま
す
。

　

越
冬
後
草
丈
が
20
～
25
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
に

な
る
頃
に
は
巻
き
ひ
げ
も
出
る
の
で
、
早

め
に
支
柱
を
立
て
、
こ
れ
に
絡
ま
せ
る
よ

う
つ
る
を
誘
引
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
支

柱
材
と
し
て
は
、
細
枝
の
た
く
さ
ん
付
い

た
サ
サ
や
、
子
枝
の
付
い
た
木
の
枝
な
ど

が
最
良
で
す
が
、
入
手
で
き
な
い
場
合
は
、

木
杭
に
横
竹
を
渡
し
、
所
々
に
稲
わ
ら
を

小
束
に
し
て
つ
る
す
方
法
、
そ
れ
ら
が
な

け
れ
ば
果
菜
用
の
支
柱
材
を
立
て
、
横
に

3
段
ほ
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ひ
も
を
渡
し
た

り
、
キ
ュ
ウ
リ
の
誘
引
ネ
ッ
ト
（
網
目
15

ｃ
ｍ
）
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
肥
料
分
は
多
く

は
必
要
な
い
の
で
、
前
作
に
野
菜
を
育
て

た
畑
な
ら
、
越
冬
前
に
畝
に
沿
っ
て
軽
く

溝
を
作
り
、
１
株
当
た
り
化
成
肥
料
大
さ

じ
2
杯
ぐ
ら
い
、
本
支
柱
を
立
て
た
後
に
、

畝
の
反
対
側
に
同
量
を
施
し
、
土
を
盛
り

上
げ
て
畝
を
形
作
る
ぐ
ら
い
で
足
り
る
で

し
ょ
う
。

　

栽
培
管
理
が
楽
で
、
失
敗
も
少
な
い
サ

ヤ
エ
ン
ド
ウ
。
店
頭
売
り
で
は
得
ら
れ
な

い
新
鮮
さ
が
魅
力
で
、
家
庭
菜
園
に
は
ぜ

ひ
取
り
入
れ
た
い
野
菜
で
す
。

　

カ
ロ
テ
ン
含
有
量
が
多
く
、
分
類
は
緑

黄
色
野
菜
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
も

豊
富
。
使
い
道
は
サ
ラ
ダ
や
汁
の
実
、
煮

物
に
と
広
く
、
飽
き
ず
に
重
宝
し
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
し
ま
す
。

⑴
連
作
畑
を
避
け
る
。

⑵
ま
き
ど
き
を
誤
ら
な
い
。

⑶�

冬
に
株
が
風
で
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う

仮
支
柱
、
風
よ
け
を
設
け
る
。

⑷�

伸
び
だ
し
た
つ
る
が
よ
く
絡
む
よ
う
、

し
っ
か
り
し
た
支
柱
を
立
て
る
こ
と
な

ど
で
す
。

　

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
野
菜
の
中
で
も
特
に

連
作
を
嫌
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
4
～
5

年
は
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
を
作
っ
た
こ
と
の
な

い
畑
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

種
ま
き
の
適
期
は
関
東
南
部
以
西
の
平

た
ん
地
で
は
10
月
20
日
前
後
で
す
が
、
こ

れ
よ
り
寒
い
地
域
で
は
少
し
遅
く
月
末
ぐ

ら
い
、
暖
か
い
地
域
で
は
少
し
早
く
ま
く

ぐ
ら
い
に
差
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
寒
い
地

域
で
早
ま
き
す
る
と
、
大
き
く
育
っ
て
か

ら
厳
し
い
寒
さ
に
遭
う
た
め
寒
害
を
受
け

や
す
く
な
り
ま
す
。
地
域
の
慣
行
を
よ
く

調
べ
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
茎
葉
が
柔
ら
か
く
、

越
冬
中
に
株
が
風
に
振
り
回
さ
れ
、
茎
が

折
れ
た
り
枯
死
し
た
り
し
や
す
い
の
で
、

草
丈
が
15
～
20
ｃ
ｍ
に
伸
び
た
ら
短
い
支

柱
を
交
差
さ
せ
て
立
て
、
株
を
固
定
し
た

取
れ
立
て
の
新
鮮
な
味
が
格
別
な
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木　

利
隆

理
事
会
だ
よ
り
・
家
庭
菜
園
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Q二重マスの文字をAから順に並べてできる
言葉は何でしょうか？　 （出題者）ニコリ

●
J
A
松
任
旗
争
奪
白
山
市
学
童
野
球
大
会
〔
白
山
郷
球
場
〕

　
　9
月
18
日
月
・
23
日
土

●
女
性
の
会
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
〔
本
店
〕

　
　9
月
19
・
26
日
、
10
月
3
・
10
日
火

　
　18
時
30
分
〜
20
時

　
　9
月
21
・
28
日
、
10
月
5
・
12
日
木

　
　13
時
〜
17
時

●
女
性
の
会
着
付
ク
ラ
ブ
〔
本
店
〕

　
　9
月
21
日
、
10
月
5
日
木

　
　19
時
〜
21
時
30
分

●
北
陸
新
幹
線
旅
行
〔
箱
根
〕

　
　第
一
班
（
中
央
・
西
南
）

　
　9
月
26
日
火
〜
27
日
水

　
　第
二
班
（
北
星
・
松
南
）

　
　10
月
10
日
火
〜
11
日
水

●
第
6
回
理
事
会
〔
本
店
〕

　
　9
月
28
日
木
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
年
金
友
の
会
ゴ
ル
フ
大
会
〔
白
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
〕

　
　10
月
4
日
水

●
J
A
バ
ン
ク
石
川
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

県
大
会
〔
高
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
〕

　
　10
月
6
日
金

●
親
子
わ
ん
ぱ
く
旅
行
〔
三
重
県
・
日
帰
り
〕

　
　10
月
7
日
土

●
石
川
の
農
林
漁
業
ま
つ
り
〔
産
業
展
示
館
4
号
館
〕

　
　10
月
14
日
土
〜
15
日
日

●
園
芸
相
談

　
　毎
週
月
曜
日

　9
時
〜
12
時

●
た
ま
ご
特
売

　
　9
月
28
日
木

●
臨
時
休
業

　
　9
月
29
日
金

●
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
お
に
ぎ
り
試
食
会
（
限
定
2
0
0
個
）

　
　9
月
30
日
土
10
時

Ｊ
Ａ
松
任
ま
い
ど
さ
ん
市
場

●
火
曜
祭
（
毎
週
火
曜
日
開
催
）

　
　9
時
〜
18
時

　
　〔松
任
給
油
所
・
千
代
野
給
油
所
〕

11
月
6
日
月
千
代
野
給
油
所
、
11
月
9

日
木
松
任
給
油
所
は
、
臨
時
休
業
に
な

り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
松
任
Ｓ
Ｓ

Ｊ
Ａ
松
任

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

　（
平
成
29
年
9
月
17
日
〜
10
月
15
日
）

★ヨコのカギ

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

★
タ
テ
の
カ
ギ

①
唱
歌
『
虫
の
こ
え
』
で
最
初
に
出

て
く
る
虫

②
江
戸
○
○
○
は
ガ
ラ
ス
を
カ
ッ
ト

し
て
作
ら
れ
る
工
芸
品
で
す

③
よ
く
内
科
と
対
比
さ
れ
ま
す

⑤
マ
タ
タ
ビ
科
の
果
物
。
鳥
の
名
に

ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た

⑥
リ
ビ
ン
グ
と
も
い
い
ま
す

⑧
季
節
に
よ
っ
て
住
む
場
所
を
変
え

る
鳥

⑫
箸
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑬
舟
を
こ
ぐ
道
具

⑭
こ
し
あ
ん
と
○
○
○
○
、
ど
ち
ら

が
お
好
き
？

⑮
秋
に
お
い
し
い
魚
の
代
表
格

⑯
牛
な
ど
に
食
べ
さ
せ
る
牧
草
の
こ

と
⑰
臼
と
一
緒
に
働
き
ま
す

⑲
吸
盤
が
た
く
さ
ん
あ
る
海
の
生
き

物

①
く
る
く
る
と
カ
ー
ル
し
た
髪

④
ふ
す
ま
や
障
子
は
こ
の
上
を
動
き

ま
す

⑦
電
車
の
中
に
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て
い

ま
す

⑨
く
ら
を
置
い
て
乗
り
ま
す

⑩
自
分
の
娘
の
夫
の
こ
と

⑪
○
○
○
に
無
勢
だ
、
勝
て
な
い
な

あ
⑬
せ
き
止
め
に
良
い
と
い
わ
れ
る
バ

ラ
科
の
果
物

⑮
車
を
止
め
て
○
○
○
ブ
レ
ー
キ
を

引
い
た

⑯
ス
ズ
シ
ロ
は
ダ
イ
コ
ン
、
ス
ズ
ナ

は
⑰
黄
色
い
貴
金
属
。
元
素
記
号
は
Au

⑱
競
技
な
ど
を
途
中
で
棄
権
す
る
こ

と
⑳
眠
る
と
き
に
着
る
物

㉑
猫
に
○
○
○
＝
豚
に
真
珠

★ 

先
月
号
の
答
え

　
「
ブ
ド
ウ
ガ
リ
」

★ 

応
募
方
法

　

応
募
は
官
製
は
が
き

で
、
答
の
文
字
を
記
入

し
て
、次
の
要
領
で
送
っ

て
下
さ
い
。

★ 

応
募
締
切

　

10
月
2
日
（
月
）

　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

★ 

景　
　

品

　

正
解
者
の
中
か
ら
4
名
の
方
に

取
り
替
え
簡
単
な
平
面
プ
レ
ー
ト

と
の
2
Ｗ
Ａ
Ｙ
で
使
え
る
『
た
こ

焼
き
2
Ｗ
Ａ
Ｙ
プ
レ
ー
ト
』
を
お

贈
り
し
ま
す
。

★ 

先
月
号
の
当
選
者

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

54
通
の
正
解
の
中
か
ら
次
の
4

名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
景
品
は
『
避
難
防
災
セ
ッ
ト
』

で
し
た
）

　

松
田　

和
子　
　

様

　

西
山　

綾
乃　
　

様

　

丹
羽　

百
合
子　

様

　

得
田　

智
子　
　

様

　　 〒 924-0032

白山市村井町 1776
　JA松任
　　まいどさん
　　　　クイズ係

６２

①こたえ
②広報誌「まいど
さん」への
　ご意見、ご希望
③郵便番号
　住所
　氏名
　年齢、職業

平成29年産ＪＡ米仮渡金価格一覧

13,000
11,900
10,800
12,800
11,700
9,800

1 等
2 等
3 等
1 等
2 等
3 等

12,300
11,200
9,800
11,300
10,200
9,800

1 等
2 等
3 等
1 等
2 等
3 等

コシヒカリ

ひゃくまん穀

ゆめみづほ

その他うるち

五 百 万 石
石 川 門

カグラモチ
白 山 も ち

銘 柄 名 等級 仮渡金合計
（県産米拠出者） 銘 柄 名 等級 仮渡金合計

（県産米拠出者）
12,700
11,200
10,100
10,000
9,400
8,300

1 等
2 等
3 等
1 等
2 等
3 等

銘 柄 名 等級 仮渡金合計
（県産米拠出者）

（単位：60kg/円、税込み）

（※価格は紙袋代金で 60kg 換算）
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Information Box

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス

表
紙　

メ
ロ
ン
＆
食
品
加
工
部
職
員

ま
い
ど
さ
ん
9
月
号　

№
５
２
２

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
9
月
13
日
発
行

発
行
／
松
任
市
農
業
協
同
組
合
（
JA
松
任
）

　
　
　

石
川
県
白
山
市
村
井
町
１
７
７
６
番
地

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
６–

２
７
６–

２
２
２
２

　
　
　
　

http://w
w
w
.m
atto.is-ja.jp/

編
集
／
総
務
部
総
務
課

印
刷
／
前
田
印
刷
株
式
会
社

ＪＡからのご案内

先
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　

P4
タ
イ
ト
ル
と
本
文
2
行
目

　
　
［
誤
］
あ
ゆ
み
保
育
園

　
　
［
誤
］
あ
か
ね
保
育
園

　
　
　
　
　
　

↓

　
　
［
正
］
あ
か
ね
こ
ど
も
園

＊　

編　

集　

後　

記　

＊

　

Ｊ
Ａ
松
任
も
新
た
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

作
成
し
ま
し
た
。
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
取
り
し
て
い
た
だ
く
と

Ｊ
Ａ
松
任
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
繋
が
り
ま

す
。
Ｈ
Ｐ
上
で
新
し
い
情
報
を
発
信
、
掲

載
し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
本
誌
裏

表
紙
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
時
間

が
あ
れ
ば
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

今回の「お天気カレンダー」、「女性の会料理
クラブ」は休載いたします。

お
住
ま
い
：
白
山
市
相
川
新
町

ト
リ
年
齢
：
20
歳（
推
定
年
齢
106
歳
）右

　
　
　
　

：
5
歳（
推
定
年
齢
48
歳
）左

ペ
ッ
ト
の
お
名
前
：
ミ
ー
く
ん（
♂
）右

ピ
ー
コ
く
ん（
♂
）左

＊
＊
＊ 

ペ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー 

＊
＊
＊


